
Ａ

（国
語
）
採
点
基
準

「採
点
基
準
」
で
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、
各
校
の
統

一
見
解
で
採
点
さ
れ
た
い
。

X□
15

点 □ 問　
題

(四) (三 ) (二 ) ( 一 ) (六) (五 ) (四) (三) (二) ( 一 )

四
点

三
点

一
一占
小

二
点

十二
占
小

二
点
二
点

三
点

三

点
二
点
配
点

筆
者
は
、
里
山
に
人
が
入
っ
て
働
き
か
け
る
こ
と
を
止
め

れ
ば
、
里
山
の
自
然
は
元
に
戻
ろ
う
と
し
て
荒
廃
が
お
こ

る
と
考
え
て
い
る
が
、
里
山

へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
た

り
規
制
し
た
り
す
る
人
々
は
、
里
山

へ
人
が
入

っ
て
働
き

か
け
る
と
荒
廃
が
お
こ
る
と
考
え
て
い
る
。

人
が
自
然
に
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
し
て
も
、
自
然
も
負

け
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
か
か
わ
り
あ
い
。
（四
十
年
）

イ イ

◎ ④

ウ

間 そ
れ
ま
で
は
、
と
し
ち
や
ん
の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、
見
え

る
た
び
に
歓
声
を
挙
げ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
今
回
は
、

と
し
ち
や
ん
が
ど
こ
を
走

つ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
く
な

つ

た
時
に
、
そ
の
姿
が
急
に
あ
ら
わ
れ
た
か
ら
。

洋
次
た
ち
が
、
と
し
ち
や
ん
は
次
の
渡
船
に
乗

っ
て
戻

つ

て
く
る
だ
ろ
う
と
思

つ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
と
し
ち
や

ん
が
大
浦
を
め
ざ
し
て
走
り
だ
し
た
こ
と
。

ア

正

答

例

と
た
ん

無

料

⑤

さ
が

（し
て
）

近

で

見

る

文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
理
解
し
、
目
的
や

必
要
に
応
じ
て
ま
と
め
る
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。

以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

・

荒
廃
が
お
こ
る
理
由
を
、
そ
れ
ぞ
れ
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・

そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
明
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

・

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

表
現
に
関
す
る
誤
り

（文
法
、
文
体
、
語
旬
の
意
味

・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り

（文
字
、
仮
名
遣

い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
あ
る
も
の
は

一
点
を
減
ず
る
。

三
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
二
点
を
減
ず
る
。

部
分
点
可
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
すヽ
子

ヽ
己
　
ン

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を

み
る
問
題
で
あ
る
。

以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

・
　

「人
」
と

「自
然
」
の
関
係
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・

本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

・

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

（ま
と
め
て
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
た
解
答
で
も
可
。
）

字
数
の
不
足

・
超
過
に
つ
い
て
は

一
点
を
減
ず
る
。

表
現
に
関
す
る
誤
り

（文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味

・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り

（文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は

一
点
を
減
ず
る
。

部
分
点
可
。

＊
　
各

一
点
。

文
章
の
展
開
を
確
か
め
な
が
ら
状
況
の
違
い
を
読
み
取
り
、
的
確

に
ま
と
め
る
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。

以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

・

歓
声
を
挙
げ
た
時
の
状
況
の
違
い
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・
　
歓
声
が

一
段
と
大
き
く
な

つ
た
理
由
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
か
。

・

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

表
現
に
関
す
る
誤
り

（文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味

・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り

（文
字
、
仮
名
遣

い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は

一
点
を
減
ず
る
。

部
分
点
可
。

文
章
の
展
開
に
即
し
て
登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
取
り
、
的
確
に

ま
と
め
る
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。

以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

・

洋
次
た
ち
が
予
想
し
た
行
動
と
実
際
の
と
し
ち
や
ん
の
行
動
の

違
い
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・

本
文
中
の
言
葉
を
使

っ
て
、
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

・

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

表
現
に
関
す
る
誤
り

（文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味

・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り

（文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は

一
点
を
減
ず
る
。

部
分
点
可
。

備

考

企
異
面

へ
続
く
）



合
計
　
五
十
点

□
６

占
ド

６

占
応

６

点

(三 ) (二 ) ( 一 )
(三) (二) ( 一 ) (六) (五)

六
点
二
点
二
点

一
一占
小

二
点
二
点
二
点

四
点

一
一占
小

（例

一
）

「イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
」
や

「ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」
の

よ
う
に
、
カ
タ
カ
ナ
語
の
方
が
意
味
が
わ
か
り
や
す

い
言
葉
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
日
本
語
と
し
て
定
着
し

た

一
部
の
カ
タ
カ
ナ
語
に
い
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。

言
葉
に
と

っ
て

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
の
思

い
を
、
い
か
に
正
確
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
相
手
に
理
解
さ

れ
に
く
い
カ
タ
カ
ナ
語
や
、
従
来
の
日
本
語
の
方
が

意
味
の
わ
か
り
や
す
い
カ
タ
カ
ナ
語
を
多
用
す
る
こ

と
は
、
決
し
て
好
ま
し
い
と
は
思
え
な
い
。

（百
九
十
七
字
）

（例
二
）

最
近
は
意
味
の
わ
か
り
づ
ら
い
カ
タ
カ
ナ
語
の
使

用
が
多
い
。
し
か
し
、
国
際
化
や
多
文
化
共
生
が
求

め
ら
れ
る
社
会
の
中
で
は
、
他
国
の
文
化
を
そ
の
ま

ま
の
姿
で
理
解
す
る
た
め
に
も
カ
タ
カ
ナ
語
で
の
表

現
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

古
く
か
ら
日
本
は
海
外
の
文
化
を
取
り
入
れ
、
日

本
語
で
は
表
現
で
き
な
か
っ
た
物
事
を
カ
タ
カ
ナ
語

で
表
現
し
、
自
国
の
文
化
を
豊
か
に
し
て
き
た
。
今

は
違
和
感
を
感
じ
る
カ
タ
カ
ナ
語
も
、
い
ず
れ
は
文

化
の
豊
か
さ
を
示
す
日
本
語
に
な
る
と
思
う
。

（百
九
十
八
字
）

決

ア

軽
率
な
言
葉
が
も
と
に
な

っ
て
災
難
を
招
く
こ
と
が
あ
る

か
ら
、
言
葉
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③ い
き
ど
お
り

⑥ ①

車思
疑

（
い
）

⑤

き

よ

テつ

じ

ゆ

訪

（れ
る
）

⑤

子
孫

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
適
切
に
書
き
表

す
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。

以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

・

カ
タ
カ
ナ
語
の
使
用
が
多
い
こ
と
に
対
す
る
考
え
や
意
見
を
明

確
に
書
い
て
い
る
か
。

・

自
分
の
考
え
や
意
見
を
補
足
す
る
理
由
や
根
拠
を
明
確
に
書

い

て
い
る
か
。

・

自
分
の
考
え
や
意
見
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
論
理
的
に
書

き
表
し
て
い
る
か
。

出
題
の
趣
旨
に
合

っ
て
い
れ
ば
よ
い
。

字
数
の
不
足

・
超
過
に
つ
い
て
は
、
二
十
年
以
内
の
場
合
は

一
点
、

二
十
字
を
超
え
る
場
合
は
二
点
を
減
ず
る
。

表
現
に
関
す
る
誤
り

（文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味

・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り

（文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
等
）
が
二
か
所
あ
る
も

の
は

一
点
を
減
ず
る
。
三
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
二
点
を
減
ず
る
。

部
分
点
可
。

古
文
の
内
容
と
、
語
句
の
意
味
を
参
考
に
し
て
、
こ
と
わ
ざ
の
意

図
す
る
こ
と
を
的
確
に
ま
と
め
る
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。

以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

・
　

「
口
」
の
意
味
を
、
　
ど
口葉
」
と
正
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

表
現
に
関
す
る
誤
り

（文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味

・
用
法
、
主

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り

（文
字
、
仮
名
遣

い
、
句
読

点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
三
か
所
以
上
あ
る
も
の
は

一
点
を
減
ず
る
。

部
分
点
可
。

＊
　
各

一
点
。


